
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワーク端末間でデータの送受信が可能なネットワークに前記ネットワーク端末のひ
とつとして接続されると共に公衆網に接続され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定
の伝送制御手順により受信した配信依頼データを、前記所定の伝送制御手順における制御
信号により付随して通知された配信先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先
に前記ネットワークを介して転送する中継通信機能、または／及び、前記ネットワーク上
の送信依頼元端末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼データを、当該
送信依頼データに付随して通知された前記公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を
少なくとも備えたネットワーク対応通信装置において、
前記公衆網を介して配信依頼データを受信した場合は、その受信した配信依頼データをメ
モリに記憶する配信依頼データ記憶手段と、前記メモリに記憶された受信した配信依頼デ
ータにリンクしたアクセス用ページ情報を作成して前記ネットワークに公開するアクセス
用ページ公開手段と、前記受信した配信依頼データに付随して通知された配信先情報によ
り特定される前記ネットワーク上の配信先に、前記アクセス用ページ情報の前記ネットワ
ークにおける存在位置情報を含む電子メールを送信する着信通知手段と、前記アクセス用
ページ情報が前記ネットワークを介して前記ネットワーク端末のうちのいずれかから選択
された場合は、当該ネットワーク端末に対して、前記アクセス用ページ情報を前記ネット
ワークを介して転送するアクセス用ページ情報転送手段と、前記アクセス用ページ情報を
介して前記受信した配信依頼データが前記ネットワークを介して前記ネットワーク端末の
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うちのいずれかから選択された場合は、当該ネットワーク端末に対して、前記受信した配
信依頼データを転送するデータ配信手段とを備えたことを特徴とするネットワーク対応通
信装置。
【請求項２】
前記データ配信手段により配信宛先のネットワーク端末に転送された配信依頼データを前
記メモリから削除すると共に、当該配信依頼データの転送に関連する情報を転送管理情報
として、前記ネットワークに公開されている所定の転送管理用ページ情報中に掲示する転
送管理手段を更に備えたこと特徴とする請求項１記載のネットワーク対応通信装置。
【請求項３】
受信して前記メモリに記憶した配信依頼データにリンクしたアクセス用ページ情報を前記
ネットワークに公開した時刻を当該配信依頼データと対応付けて記憶する公開時刻記憶手
段と、前記データ配信手段により配信宛先のネットワーク端末に転送されず未転送のまま
の配信依頼データであって、前記公開時刻記憶手段が記憶する公開時刻から所定時間経過
したものを自装置または前記ネットワーク上の出力装置により代行出力する代行出力手段
と、その代行出力手段により代行出力された配信依頼データを、前記メモリから削除する
と共に、当該配信依頼データの代行出力に関連する情報を代行出力管理情報として、前記
ネットワークに公開されている所定の代行出力用ページ情報中に掲示する代行出力管理手
段とを更に備えたこと特徴とする請求項１記載のネットワーク対応通信装置。
【請求項４】
ネットワーク端末間でデータの送受信が可能なネットワークに前記ネットワーク端末のひ
とつとして接続されると共に公衆網に接続され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定
の伝送制御手順により受信した配信依頼データを、前記所定の伝送制御手順における制御
信号により付随して通知された配信先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先
に前記ネットワークを介して転送する中継通信機能、または／及び、前記ネットワーク上
の送信依頼元端末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼データを、当該
送信依頼データに付随して通知された前記公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を
少なくとも備えたネットワーク対応通信装置において、
中継通信が行われる毎に、当該中継通信に関連して得られる通信管理情報を順次通信管理
用データベースに蓄積する通信管理情報蓄積手段と、前記通信管理用データベースに基づ
いて通信管理レポートページ情報を作成して前記ネットワークに公開する通信管理レポー
トページ公開手段と、前記通信管理レポートページ情報が前記ネットワークを介して前記
ネットワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネットワーク端末に対し
て、前記通信管理レポートページ情報を前記ネットワークを介して転送するレポートペー
ジ転送手段とを備えたことを特徴とするネットワーク対応通信装置。
【請求項５】
ネットワーク端末間でデータの送受信が可能なネットワークに前記ネットワーク端末のひ
とつとして接続されると共に公衆網に接続され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定
の伝送制御手順により受信した配信依頼データを、前記所定の伝送制御手順における制御
信号により付随して通知された配信先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先
に前記ネットワークを介して転送する中継通信機能、または／及び、前記ネットワーク上
の送信依頼元端末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼データを、当該
送信依頼データに付随して通知された前記公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を
少なくとも備えたネットワーク対応通信装置において、
メモリに予め記憶された送信依頼データ中継通信用アプリケーションにリンクした依頼送
信用ページ情報をネットワークに公開する依頼送信用ページ情報公開手段と、前記依頼送
信用ページ情報が前記ネットワークを介して前記ネットワーク端末のうちのいずれかから
選択された場合は、当該ネットワーク端末に対して、前記アクセス用ページ情報を前記ネ
ットワークを介して転送する依頼送信用ページ情報転送手段と、前記依頼送信用ページ情
報を介して前記送信依頼データ中継通信用アプリケーションが前記ネットワークを介して
前記ネットワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネットワーク端末に
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対して、前記送信依頼データ中継通信用アプリケーションを転送するアプリケーション転
送手段とを備え、前記転送した送信依頼データ中継通信用アプリケーションにより前記ネ
ットワーク端末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼データを、対応す
るアプリケーションにより処理して当該送信依頼データに付随して通知された前記公衆網
上の送信宛先に送信することを特徴とするネットワーク対応通信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ネットワーク対応通信装置に関し、特に、ネットワーク端末間でデータの送受
信が可能なネットワークに前記ネットワーク端末のひとつとして接続されると共に公衆網
に接続され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定の伝送制御手順により受信した配信
依頼データを、前記所定の伝送制御手順における制御信号により付随して通知された配信
先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先に前記ネットワークを介して転送す
る中継通信機能、または／及び、前記ネットワーク上の送信依頼元端末から前記ネットワ
ークを介して転送されてきた送信依頼データを、当該送信依頼データに付随して通知され
た前記公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を少なくとも備えたネットワーク対応
通信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
公衆網に接続された、公衆網とのインターフェースしか備えない通常の通信装置は、公衆
網に接続された他の通信装置との間でしか、データ通信を行えない。
【０００３】
また、ネットワークに接続された、ネットワークとのインターフェースしか備えないパー
ソナルコンピュータ等のネットワーク端末では、ネットワークに接続された他のネットワ
ーク端末との間でしか、データ通信を行えない。
【０００４】
一方、公衆網上の通信装置から、ネットワーク上のネットワーク端末に対して、データを
送信できたり、逆に、ネットワーク上のネットワーク端末から公衆網上の通信装置に対し
て、データを送信できたとすれば、利便性が高い。
【０００５】
そこで、ＬＡＮインターフェース等のネットワーク用のインターフェースを備えたネット
ワーク対応通信装置を、ネットワークに接続すると共に公衆網にも接続して、公衆網とネ
ットワークとの間のデータ通信を中継するようにした技術が実用されている。
【０００６】
データとして主に画情報を中継するネットワーク対応通信装置であるネットワークファク
シミリ装置を例に説明すると、公衆網上の配信依頼元装置からＧ３ファクシミリプロトコ
ル等の所定の伝送制御手順により受信した配信依頼画情報を、Ｇ３ファクシミリプロトコ
ルにおける制御信号の１つであるサブアドレス信号ＳＵＢによりサブアドレス番号として
通知された配信先情報をサブアドレス／電子メールアドレス変換テーブルと照合すること
により特定される前記ネットワーク上の配信先の電子メールアドレスに、前記ネットワー
クを介して転送する中継通信機能や、前記ネットワーク上の送信依頼元端末から前記ネッ
トワークを介して電子メールとして転送されてきた送信依頼画情報や、送信依頼テキスト
データを、当該送信依頼画情報や送信依頼テキストデータの電子メールのメールヘッダと
して付随して通知された前記公衆網上の送信宛先のファックス番号に発呼して送信する中
継通信機能を備えたものがある。
【０００７】
それにより、公衆網上の通信装置とネットワーク上のネットワーク端末とは、見かけ上直
接的なデータ通信を行える。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
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しかし、その場合、ネットワークファクシミリ装置においては、通常の電子メールよりも
はるかにデータサイズの大きい配信依頼画情報を、電子メールとして信先に転送するまで
、記憶保持しておく必要がある。また、通知されたサブアドレスに対応する電子メールア
ドレスが複数ある場合には、配信依頼画情報をその数だけ複製して配信する必要があり、
配信依頼画情報の転送のための処理負荷が非常に大きくなるおそれがある。
【０００９】
一方、配信先の電子メールアドレスに対応するユーザは、メールサーバの自分用のメール
ボックスに電子メールとして蓄積された配信依頼画情報をＰＯＰ（Ｐｏｓｔ　Ｏｆｆｉｃ
ｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）等によりアクセスして取り出すが、その取り出しは各ユーザの必
要に応じて行われていて、ネットワークファクシミリ装置側で、大きな処理負荷をかけて
配信依頼画情報を電子メールとして配信したとしても、必ずしも配信依頼画情報の迅速な
配信に役立っているとは限らない。
【００１０】
また、ＭＩＭＥ（Ｍｕｌｔｉｐｕｒｐｏｓｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｅｘ
ｔｅｎｓｉｏｎｓ）等により電子メールとして配信依頼画情報を配信する場合、配信先で
は、配信依頼画情報を電子メールから再生するための専用のアプリケーションが必要で、
インターネットにおいて、ＷＷＷ（Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂ）プラウザにより、Ｈ
ＴＭＬで記述されたホームページにＨＴＴＰによりアクセスして閲覧したり、ホームペー
ジにリンクされたファイルをＦＴＰによりダウンロードしたりといった汎用的な取り扱い
ができない不便さがあった。
【００１１】
また、ネットワークファクシミリ装置が、配信依頼画情報を配信先に電子メールとして配
信したり、送信依頼元端末から電子メールとして転送されきた送信依頼画情報や、送信依
頼テキストデータを、公衆網上の送信宛先の送信する、中継通信に関連する情報を、通常
のファクシミリ装置が通信管理レポートを出力するのと同様に、ネットワーク端末に転送
して、ユーザに参照させる場合、電子メールとして通信管理レポートを転送することも考
えられる。しかし、その場合、全てのネットワーク端末に通信管理レポートを転送する必
要があり、通信管理レポートの転送のための処理負荷が非常に大きくなるおそれがある。
【００１２】
一方、必ずしも全てのネットワーク上のユーザが通信管理レポートを常に参照したいわけ
ではなく、結果的に無駄に転送されている通信管理レポートの電子メールも多いと考えら
れ、ネットワークファクシミリ装置側で、大きな処理負荷をかけて通信管理レポートを電
子メールとして配信したとしても、必ずしも有効に参照されているとは限らない。
【００１３】
また、ネットワーク端末がＭＩＭＥ等により電子メールとして送信依頼画情報をネットワ
ークファクシミリ装置に転送する場合、送信依頼元のネットワーク端末では、送信依頼画
情報を電子メールに変換するための専用のアプリケーションが必要で、ネットワークファ
クシミリ装置側でも、それに対応したアプリケーションで送信依頼画情報を処理しなけれ
ばならない。
【００１４】
そのため、ネットワークファクシミリ装置側の送信依頼画情報の処理機能を拡張しようと
しても、ネットワーク端末側のアプリケーションをも同時に対応して拡張する必要があり
、多数のネットワーク端末において、依頼送信用のアプリケーションの更新作業が必要で
、ネットワークファクシミリシステムの管理が容易ではないという問題点があった。
【００１５】
本発明はかかる事情に鑑みてなされたものであり、配信依頼データのネットワーク端末へ
の転送に要する処理負荷を軽減することができ、通信管理レポートのネットワーク端末へ
の転送に要する処理負荷を軽減することができ、また、ネットワーク端末から転送された
送信依頼データの処理機能を容易に拡張することができるネットワーク対応通信装置を提
供することを目的とする。
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【００１６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１記載のネットワーク対応通信装置は、ネットワーク端
末間でデータの送受信が可能なネットワークに前記ネットワーク端末のひとつとして接続
されると共に公衆網に接続され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定の伝送制御手順
により受信した配信依頼データを、前記所定の伝送制御手順における制御信号により付随
して通知された配信先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先に前記ネットワ
ークを介して転送する中継通信機能、または／及び、前記ネットワーク上の送信依頼元端
末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼データを、当該送信依頼データ
に付随して通知された前記公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を少なくとも備え
たネットワーク対応通信装置において、前記公衆網を介して配信依頼データを受信した場
合は、その受信した配信依頼データをメモリに記憶する配信依頼データ記憶手段と、前記
メモリに記憶された受信した配信依頼データにリンクしたアクセス用ページ情報を作成し
て前記ネットワークに公開するアクセス用ページ公開手段と、前記受信した配信依頼デー
タに付随して通知された配信先情報により特定される前記ネットワーク上の配信先に、前
記アクセス用ページ情報の前記ネットワークにおける存在位置情報を含む電子メールを送
信する着信通知手段と、前記アクセス用ページ情報が前記ネットワークを介して前記ネッ
トワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネットワーク端末に対して、
前記アクセス用ページ情報を前記ネットワークを介して転送するアクセス用ページ情報転
送手段と、前記アクセス用ページ情報を介して前記受信した配信依頼データが前記ネット
ワークを介して前記ネットワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネッ
トワーク端末に対して、前記受信した配信依頼データを転送するデータ配信手段とを備え
たことを特徴とする。
【００１７】
請求項２記載のネットワーク対応通信装置は、請求項１記載のネットワーク対応通信装置
において、前記データ配信手段により配信宛先のネットワーク端末に転送された配信依頼
データを前記メモリから削除すると共に、当該配信依頼データの転送に関連する情報を転
送管理情報として、前記ネットワークに公開されている所定の転送管理用ページ情報中に
掲示する転送管理手段を更に備えたこと特徴とする。
【００１８】
請求項３記載のネットワーク対応通信装置は、請求項１記載のネットワーク対応通信装置
において、受信して前記メモリに記憶した配信依頼データにリンクしたアクセス用ページ
情報を前記ネットワークに公開した時刻を当該配信依頼データと対応付けて記憶する公開
時刻記憶手段と、前記データ配信手段により配信宛先のネットワーク端末に転送されず未
転送のままの配信依頼データであって、前記公開時刻記憶手段が記憶する公開時刻から所
定時間経過したものを自装置または前記ネットワーク上の出力装置により代行出力する代
行出力手段と、その代行出力手段により代行出力された配信依頼データを、前記メモリか
ら削除すると共に、当該配信依頼データの代行出力に関連する情報を代行出力管理情報と
して、前記ネットワークに公開されている所定の代行出力用ページ情報中に掲示する代行
出力管理手段とを更に備えたこと特徴とする。
【００１９】
請求項４記載のネットワーク対応通信装置は、ネットワーク端末間でデータの送受信が可
能なネットワークに前記ネットワーク端末のひとつとして接続されると共に公衆網に接続
され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定の伝送制御手順により受信した配信依頼デ
ータを、前記所定の伝送制御手順における制御信号により付随して通知された配信先情報
により特定される前記ネットワーク上の配信先に前記ネットワークを介して転送する中継
通信機能、または／及び、前記ネットワーク上の送信依頼元端末から前記ネットワークを
介して転送されてきた送信依頼データを、当該送信依頼データに付随して通知された前記
公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を少なくとも備えたネットワーク対応通信装
置において、中継通信が行われる毎に、当該中継通信に関連して得られる通信管理情報を
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順次通信管理用データベースに蓄積する通信管理情報蓄積手段と、前記通信管理用データ
ベースに基づいて通信管理レポートページ情報を作成して前記ネットワークに公開する通
信管理レポートページ公開手段と、前記通信管理レポートページ情報が前記ネットワーク
を介して前記ネットワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネットワー
ク端末に対して、前記通信管理レポートページ情報を前記ネットワークを介して転送する
レポートページ転送手段とを備えたことを特徴とする。
【００２０】
請求項５記載のネットワーク対応通信装置は、ネットワーク端末間でデータの送受信が可
能なネットワークに前記ネットワーク端末のひとつとして接続されると共に公衆網に接続
され、前記公衆網上の配信依頼元装置から所定の伝送制御手順により受信した配信依頼デ
ータを、前記所定の伝送制御手順における制御信号により付随して通知された配信先情報
により特定される前記ネットワーク上の配信先に前記ネットワークを介して転送する中継
通信機能、または／及び、前記ネットワーク上の送信依頼元端末から前記ネットワークを
介して転送されてきた送信依頼データを、当該送信依頼データに付随して通知された前記
公衆網上の送信宛先に送信する中継通信機能を少なくとも備えたネットワーク対応通信装
置において、メモリに予め記憶された送信依頼データ中継通信用アプリケーションにリン
クした依頼送信用ページ情報をネットワークに公開する依頼送信用ページ情報公開手段と
、前記依頼送信用ページ情報が前記ネットワークを介して前記ネットワーク端末のうちの
いずれかから選択された場合は、当該ネットワーク端末に対して、前記アクセス用ページ
情報を前記ネットワークを介して転送する依頼送信用ページ情報転送手段と、前記依頼送
信用ページ情報を介して前記送信依頼データ中継通信用アプリケーションが前記ネットワ
ークを介して前記ネットワーク端末のうちのいずれかから選択された場合は、当該ネット
ワーク端末に対して、前記送信依頼データ中継通信用アプリケーションを転送するアプリ
ケーション転送手段とを備え、前記転送した送信依頼データ中継通信用アプリケーション
により前記ネットワーク端末から前記ネットワークを介して転送されてきた送信依頼デー
タを、対応するアプリケーションにより処理して当該送信依頼データに付随して通知され
た前記公衆網上の送信宛先に送信することを特徴とする。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００２２】
先ず、図１に、本発明の実施の形態に係るネットワーク対応通信装置としてのネットワー
クファクシミリ装置２が接続されたネットワーク１を含む、通信システムの構成を示す。
【００２３】
同図において、ネットワーク１は、ネットワークファクシミリ装置２、サーバ装置３、パ
ーソナルコンピュータ等のクライアント端末４ａ、４ｂ、及び、ネットワークプリンタ６
をネットワーク端末として相互接続するＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）５と、そ
のＬＡＮ５とルータ１０を介して接続されたインターネット１２とにより構成されている
。
【００２４】
ＬＡＮ５上の各ネットワーク端末は、物理・データリンク層としてイーサネットに対応し
、ネットワーク・トランスポート層としてＴＣＰ／ＩＰプロトコルに対応し、ＳＭＴＰ（
Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）による通常のテキスト
の電子メールの送受信や、ＭＩＭＥ（Ｍｕｌｔｉｐｕｒｐｏｓｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｍ
ｅｓｓａｇｅ　Ｅｘｔｅｎｓｉｏｎｓ）による通常のテキスト以外の画像、音声等のデー
タの送受信、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）によるファイルの
送受信等を行うアプリケーションを稼動させることで、ＬＡＮ５、ルータ１０、及びイン
ターネット１２を介したデータの送受信を行える。また、サーバ装置３は、ＬＡＮ５にお
けるＰＯＰサーバとして動作し、ＰＯＰクライアントとしてのクライアント端末４ａ、４
ｂ、ネットワークファクシミリ装置２の各ネットワーク端末宛の電子メールを、受信蓄積
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して、各ネットワーク端末に配信する。また、クライアント端末４ａ、４ｂは、ＨＴＴＰ
（Ｈｉｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）のプロトコルに対応し
たホームページ閲覧アプリケーションがインストールされていて、ＨＴＴＰクライアント
としても動作し、ネットワーク１上のＨＴＴＰサーバに蓄積されたページ情報（Ｗｅｂペ
ージ）を、ＴＣＰ上でのＨＴＴＰに基づく要求と応答のやりとりにより、取得する。
【００２５】
次に、ネットワーク１上のＨＴＴＰサーバでもある、本発明に係るネットワークファクシ
ミリ装置２の構成を図２に示す。
【００２６】
同図において、ネットワークファクシミリ装置２は、ＣＰＵ２０、ＲＯＭ２１、ＲＡＭ２
２、タイマ制御部２３、操作表示部２４、画像メモリ２５、ＵＲＬ付メール作成部２６、
リスト／レポート作成部２７、ＨＴＭＬ作成部２８、アドレス変換テーブル２９、ＬＡＮ
通信制御部３０、プロッタ部３１、スキャナ部３２、符号化復号化部３３、通信制御部３
４、モデム３５、網制御部３６、及び、システムバス３７により構成されている。
【００２７】
ここで、ＣＰＵ２０は、ＲＯＭ２１書き込まれた制御プログラムに従って、ＲＡＭ２２を
作業領域として使用しながら、装置各部を制御するマイクロコンピュータである。ＲＯＭ
２１は、前述したように、ＣＰＵ２０が装置各部を制御するための制御プログラムが記憶
されているリードオンリメモリである。ＲＡＭ２２は、前述したようにＣＰＵ２０の作業
領域として使用されるランダムアクセスメモリである。
【００２８】
タイマ制御部２３は時間経過（日付を含む）のカウントや、ＣＰＵ２０により設定された
時間の経過を検出してＣＰＵ２０に割込みにより通知する等の時間の制御を行うものであ
る。操作表示部２４、図示していないが、送信宛先のファックス番号等をユーザに入力さ
せるためのテンキー、送信開始の指示入力を受けるためのスタートキー、操作の中止の指
示入力を受けるためのストップキー、ワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤルキー等の各
種キーが配設されて、ユーザによる各種操作を受け入れると共に、液晶表示装置等の表示
器を備え、その表示器にユーザに知らせるべき装置の動作状態や、各種メッセージを表示
するものである。
【００２９】
画像メモリ２５は、スキャナ部３２で読み取った画情報を、メモリ送信するために一時的
にファイルとして蓄積したり、受信した画情報を、プロッタ部３１により記録するまでフ
ァイルとして一時的に蓄積したり、ネットワーク１を介して送受信するデータを一時的に
ファイルとして蓄積したり、その他の各種データをファイルとして蓄積するためのもので
ある。
【００３０】
ＵＲＬ付メール作成部２６は、所在を通知したいＷｅｂページのＵＲＬ（Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）情報を添付した電子メールを作成するもので
ある。リスト／レポート作成部２７は、システムに登録された内容に基づいて所定のフォ
ーマットのリストやレポートを作成するためのものである。ＨＴＭＬ作成部２８は、リス
ト／レポート作成部２７で作成されたキャラクタ情報を基にＨＴＭＬ文書を生成するもの
である。
【００３１】
アドレス変換テーブル２９は、Ｇ３ファクシミリプロトコルにより送信元から通知された
サブアドレスの番号とネットワーク１上の配信先のネットワーク端末の電子メールアドレ
スとを対応付けたテーブルである。図３にアドレス変換テーブル２９の内容例示す。
【００３２】
ＬＡＮ通信制御部３０は、ＬＡＮ５に接続され、物理・データリンク層としてイーサネッ
トに対応し、ネットワーク・トランスポート層としてＴＣＰ／ＩＰプロトコルに対応して
いて、ＣＰＵ２０から渡されるデータをＴＣＰ／ＩＰ上でネットワーク１に送信する一方
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、ネットワーク１からＴＣＰ／ＩＰ上で受信したデータをＣＰＵ２０に渡す処理を行う。
【００３３】
プロッタ部３１は、受信した画情報を、その線密度に応じて記録出力したり、スキャナ部
３２で読み取った画情報を、その線密度に応じて記録出力（コピー動作）するためのもの
である。スキャナ部３２は、３．８５本／ｍｍ、７．７本／ｍｍ、１５．４本／ｍｍ等の
所定の読み取り線密度で原稿画像を読み取って画情報を得るためのものである。
【００３４】
符号化復号化部３３は、送信画情報を、Ｇ３ファクシミリに適合する、ＭＨ符号化方式、
ＭＲ符号化方式、ＭＭＲ符号化方式等の所定の符号化方式で符号化圧縮する一方、受信画
情報をＭＨ符号化方式、ＭＲ符号化方式、ＭＭＲ符号化方式等に対応する所定の復号化方
式で復号伸長するものである。通信制御部３４は、モデム３５及び網制御部３６を制御し
てＧ３ファクシミリ通信を行うためのものである。
【００３５】
モデム３５は、Ｇ３ファクシミリモデム機能を備え、網制御部３１を介した公衆網１３へ
の送信データを変調する一方、網制御部３１を介した公衆網１３からの受信信号を復調す
るものである。また、モデム３５は、入力されたダイヤル番号に対応したＤＴＭＦ信号の
送出も行う。網制御部３６は、公衆網１３に接続されて、回線の直流ループの閉結・解放
や、回線の極性反転の検出、回線解放の検出、発信音の検出、ビジートーン（話し中音）
等のトーン信号の検出、呼出信号の検出等の回線との接続制御や、ダイヤルパルスの生成
を行い、発呼動作や着信動作を行うものである。システムバス３７は、上記装置各部がデ
ータをやり取りするための信号ラインである。
【００３６】
以上の構成の本発明に係るネットワークファクシミリ装置２は、公衆網１３を介してファ
クシミリ装置１４等の送信元装置とＧ３ファクシミリプロトコルに基づいて更新し、画情
報をファクシミリメッセージとして受信することができる。
【００３７】
その場合の基本的な手順について、図４を参照して説明する。なお、同図において、送信
側は、ファクシミリ装置１４等の公衆網１３上の他装置で、受信側がネットワークファク
シミリ装置２に対応する。
【００３８】
同図において、送信側と受信側との間の回線が確立されると、送信側から受信側に発呼ト
ーンＣＮＧを発信し、自装置がファクシミリ端末であることを宣言する。一方、受信側は
、被呼局識別信号ＣＥＤで応答してね自装置がファクシミリ端末であり、受信状態である
ことを宣言する。受信側は、続いて、自機の非標準及び標準の機能を送信側に通知するた
めに、非標準機能識別信号ＮＳＦ及びディジタル識別信号ＤＩＳを送信側に発信する。
【００３９】
送信側は、受信側から非標準機能識別信号ＮＳＦ及びディジタル識別信号ＤＩＳにより通
知された受信側の非標準及び標準の機能と、自装置の非標準及び標準の機能とから、送信
する際に用いる機能を決定し、非標準機能設定受信号ＮＳＳ及びディジタル送信命令ＤＣ
Ｓにより受信側に通知する。
【００４０】
その後、送信側は、決定された機能からの画情報の伝送に用いられるモデムスピードでト
レーニングチェック信号ＴＣＦ（トレーニング）を受信側に送出に、モデムトレーニング
を行う。
【００４１】
トレーニングが成功すると受信側は受信準備確認信号ＣＦＲを返し、画情報の受信状熊に
なる。送信側は、受信準備確認信号ＣＦＲを受信するとトレーニングで用いたモデムスビ
ードで画情報を送信し（ＰＩＸ）、画情報の送信を終了すると、画情報の終了を受信側に
通知するために手順終了信号ＥＯＰを発行する。また、受信側は、画情報が正常に受信で
きたらメッセージ確認信号ＭＣＦを発行する。そして、送信側からの切断命令信号ＤＣＮ
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の発行によって送信側及び受信側がそれぞれ回線を切断してファクシミリ通信を終了する
。
【００４２】
以上の手順で、ネットワークファクシミリ装置２は、公衆網１３を介して画情報をファク
シミリメッセージとして受信するが、ＤＩＳのなかにサブアドレスなど配信情報が含まれ
ていた場合、すなわち、受信した画情報が配信依頼画情報であった場合には、アドレス変
換テーブル２９を参照して、対応する電子メールアドレスを検索することで、受信した配
信依頼データのネットワーク１上の配信先を特定できる。そして、その特定した配信先に
、後述する手順により、配信依頼画情報を転送する。なお、アドレス変換テーブル２９に
おいては、１つのサブアドレスに複数の電子メールアドレスが対応する場合もあり得る。
【００４３】
また、ネットワークファクシミリ装置２は、送信依頼のクライアント端末においてＭＩＭ
Ｅ等により作成された送信依頼画情報の電子メールをネットワーク１を介して受信すると
、送信依頼の電子メールであることを示す各種特種コード等をメールヘッダ等から抽出し
て、それを基に送信依頼の画情報を電子メールから再生すると共に、メールヘッダ等に挿
入された送信宛先のファックス番号に発呼して、送信依頼画情報を公衆網１３上の送信宛
先に送信する。
【００４４】
次に、ネットワークファクシミリ装置２のソフトウェア構成について、図５にまとめて示
す。
【００４５】
同図において、ネットワークファクシミリ装置２は、公衆網１３を介したファクシミリ通
信を制御するためのＦＡＸプロトコルと、ネットワーク１を介してデータ通信を制御すた
めのＴＣＰ／ＩＰプロトコルの、２つのプロトコルスタックを中心としたソフトウェアに
より動作する。
【００４６】
「ＦＡＸプロトコル」は、通信制御部３４におけるもので、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０で規
定されるグループ３ファクシミリプロトコルを制御する。「モデム制御」も、通信制御部
３４におけるもので、公衆網１３を介したファクシミリ通信信号の送受信を制御する。「
符号化・復号化」は、符号化復号化部３３におけるもので、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４で規定
される画情報の圧縮／伸長処理を制御する。「画情報管理」は、ＣＰＵ２０におけるもの
で、画情報等の管理・蓄積を行う。「ＴＣＰ／ＩＰ」は、ＬＡＮ通信制御部３０における
もので、ネットワーク１を介したデータ通信を制御する。「ＭＩＭＥ」は、ＣＰＵ２０に
おけるもので、画情報等のバイナリデータや複数のデータをテキストデータにエンコード
する一方、バイナリデータや複数のデータを内容として含む電子メールから元のデータを
取り出す制御を行う。「ＳＭＴＰ」は、ＣＰＵ２０におけるもので、ネットワーク１を介
したＴＣＰ／ＩＰ上での電子メールの転送を行うプロトコルであり、これにより、ネット
ワークファクシミリ装置２は、ネットワーク１上の各クライアント端末に　電子メールの
配信を行う。「電子メール作成」は、ＵＲＬ付メール作成部２６におけるもので、メール
本文に、ＳＭＴＰに規定された適当なメールヘッダを付加して電子メールを作成する。「
ＰＯＰ」は、ＣＰＵ２０におけるもので、ネットワーク１上のＰＯＰサーバとしてのサー
バ装置３に定期的にアクセスして、サーバ装置３の自装置の分のメールボックスに蓄積さ
れている自装置宛の電子メールの配信をうけるためのプロトコルである。「ＨＴＴＰ」は
、ＣＰＵ２０におけるもので、上記した通り、ネットワーク１におけるホームページ閲覧
サービスなどにおいて使用されるＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａ
ｎｇｕａｇｅ）文で記述されたページ情報（Ｗｅｂページ）の転送プロトコルである。「
ＨＴＭＬ変換」は、ＨＴＭＬ作成部２８におけるもので、後述するように、「ＨＴＴＰ」
で送信される各種ＷｅｂページのＨＴＭＬ化などを行う。「全体制御」は、ＣＰＵ２０に
おけるもので、上記各機能の統合的な制御や、操作表示部２４を介したユーザインターフ
ェース等の制御を行う。
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【００４７】
次に、以上のように構成されるネットワークファクシミリ装置２における配信依頼データ
転送処理手順について、図６を参照して説明する。
【００４８】
同図において、ＣＰＵ２０は、網制御部３６に公衆網１３を介した着信があるか、または
、ネットワーク１上のクライアント端末４ａ、４ｂ等のクライアント端末からの依頼送信
があるか、すなわち、依頼送信に係る電子メールを受信するかを監視する（判断１０１の
Ｎｏ、判断１０２のＮｏループ）。
【００４９】
そして、クライアント端末から依頼送信に係る電子メールを受信して、依頼送信があった
場合は、受信した電子メールから依頼送信画情報を取りだして、メールヘッダにより指定
された公衆網１３上の送信宛先に発呼して、図４に示した手順により、依頼送信画情報を
ファクシミリメッセージとして送信する（処理１０９）。ただし、この場合、図４におい
て、送信側がネットワークファクシミリ装置２である。処理１０９の後は、処理１１０に
移行する。
【００５０】
着信があった場合は（判断１０１のＹｅｓ）、図４に示した手順により、配信依頼画情報
をファクシミリメッセージとして受信する（処理１０３）。そして受信文書（画情報）を
ファイルとして画像メモリ２５に記憶すると共に（処理１０４）、処理１０４で記憶した
ファイルにリンクしたアクセス用Ｗｅｂページを、リスト／作成部２７及びＨＴＭＬ作成
部２８により作成してネットワーク１に公開する（処理１０５）。これにより、以後、ネ
ットワーク１上の端末からは、ＷＷＷプラウザ等により、ＵＲＬを指定することで、処理
１０５で作成されたアクセス用ＷｅｂページをＨＴＴＰにより閲覧可能となる。
【００５１】
更に、処理１０５でアクセス用Ｗｅｂページを公開した時点の日時をタイマ制御部２３か
ら読み出して、処理１０４で記憶した配信依頼画情報のファイルと対応付けてＲＡＭ２２
に記憶する（処理１０６）。
【００５２】
そして、処理１０５で公開したアクセス用ＷｅｂページのＵＲＬを記述した電子メールを
、ＵＲＬ付メール作成部２６により作成して（処理１０７）、処理１０３のＧ３ファクシ
ミリプロトコルにより通知されたサブアドレスをアドレス変換テーブル２９と照合して対
応するメールアドレスに送信する（処理１０８）。これにより、ネットワーク１上の配信
先のには、配信依頼画情報そのものではなく、配信依頼画情報そのものが電子メールとし
て転送されるのではなく、配信依頼画情報がネットワークファクシミリ装置２に着信した
ことと、アクセスすべきＷｅｂページのＵＲＬが通知されることになる。
【００５３】
処理１０８または処理１０９の後は、処理１１０に移行し、処理１１０では、処理１０３
のファクシミリ受信処理、または、処理１０９のファクシミリ送信処理のいずれかの通信
に関連して得られた情報（通信管理情報）を収集して、通信管理テーブル（データベース
）に登録する（処理１１０）。なお、通信管理テーブルは、ＲＡＭ２２に記憶される。
【００５４】
そして、処理１１０で新たな通信管理情報が登録された通信管理テーブルの内容に基づい
て、リスト／レポート作成部２７により、通信管理レポートを作成し、ＨＴＭＬ作成部２
８によりＨＴＭＬ文化することで、通信管理Ｗｅｂページを作成してネットワーク１に公
開する（処理１１１）。これにより、以後、ネットワーク１上の端末からは、ＷＷＷプラ
ウザ等により、ＵＲＬを指定することで、処理１０５で作成されたアクセス用Ｗｅｂペー
ジをＨＴＴＰにより閲覧可能となる。
【００５５】
図７に、処理１１０で通信管理情報が登録される通信管理テーブルを示す。同図において
、各通信に係る通信管理情報にはそれぞれ番号が付されていて、通信日付、通信開始時刻
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、通信相手先、交信モード、通信時間、通信枚数、通信結果等の通信に関連して得られる
情報の各フィールドにより構成されている。
【００５６】
次に、ネットワークファクシミリ装置２におけるＷｅｂページ転送処理手順について、図
８を参照して説明する。
【００５７】
同図において、ＣＰＵ２０は、図６の処理１０５で作成・公開したアクセス用Ｗｅｂペー
ジの転送要求、処理１１１で作成・公開した通信管理Ｗｅｂページの転送要求、または、
処理１０４で記憶した受信文書ファイルの転送要求が、ネットワーク１上のクライアント
端末からＨＴＴＰによりあるかを監視する（判断２０１のＮｏ、判断２０２のＮｏ、判断
２０３のＮｏループ）。
【００５８】
そして、アクセス用Ｗｅｂページの転送要求があった場合には（判断２０１のＹｅｓ）、
その転送要求されたアクセス用Ｗｅｂページを転送要求元のクライアント端末（のＩＰア
ドレス）宛に転送する（処理２０４）。なお、判断２０１でアクセス用Ｗｅｂページの転
送要求をしてきたクライアント端末は、図６の処理１０７で電子メールとして通知された
ＵＲＬによりアクセス用Ｗｅｂページのネットワーク１における所在位置を知って、ＷＷ
Ｗプラウザにより転送要求したのである。
【００５９】
これにより、転送要求元のクライアント端末においてはＷＷＷプラウザによりアクセス用
Ｗｅｂページが表示され、そのアクセス用Ｗｅｂページに図６の処理１０５でリンクされ
た、受信文書のファイルについても、転送要求元のクライアント端末から転送要求可能な
状態になっている。
【００６０】
そして、アクセス用Ｗｅｂページの転送をうけたクライアント端末のユーザが、そのアド
レス用Ｗｅｂページにリンクされた受信文書のファイルを得たいと所望してＷＷＷプラウ
ザ上で選択すると、それに対応して、図８の判断２０３がＹｅｓとなり、ネットワークフ
ァクシミリ装置２に対して、受信文書のファイルの転送要求がなされる。
【００６１】
それに呼応して、ＣＰＵ２０は、転送要求元のクライアント端末のＩＰアドレスや転送日
時等の転送管理情報としてＲＡＭ２２に記憶してから（処理２０６）、転送要求された受
信文書ファイルをＦＴＰにより転送要求元のクライアント端末に転送し（処理２０８）、
正常に転送が終了すると（処理２０８のＹｅｓ）、その転送済みの受信文書ファイルを画
像メモリ２５から消去し（処理２０９）、処理２０６でＲＡＭ２２に記憶していた転送管
理情報をアクセス用Ｗｅｂページに掲示する（処理２１０）。
【００６２】
これにより、自分宛の配信依頼画情報を得たいと所望して転送要求してきたクライアント
端末に、その都度配信依頼画情報を汎用的なＷＷＷサービスを利用して転送できる。また
、転送済みの配信依頼画情報は、画像メモリ２５から削除されるため、画像メモリ２５の
記憶容量が圧迫されることなく、セキュリティの向上にもつながる。また、転送管理情報
をアクセス用Ｗｅｂページに掲示することで、どの配信依頼画情報がいつどこに転送され
のかをネットワーク１上のユーザが確認できる。なお、転送管理情報を掲示するＷｅｂペ
ージとしては、アクセス用Ｗｅｂページではなく、転送管理情報専用のＷｅｂページであ
ってもよい。
【００６３】
さて、通信管理Ｗｅｂページの転送要求があった場合は（判断２０２のＹｅｓ）、その転
送要求された通信管理Ｗｅｂページを転送要求元のクライアント端末（のＩＰアドレス）
宛に転送する（処理２０５）。
【００６４】
これにより、転送要求元のクライアント端末においてはＷＷＷプラウザにより通信管理Ｗ
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ｅｂページが表示され、汎用的なＷＷＷサービスを利用して通信管理レポートをネットワ
ーク１上の各ユーザに参照させることができる。図９に処理２０５で転送され表示される
通信管理Ｗｅｂページの内容例示す。
【００６５】
また、図１０にアクセス用Ｗｅｂページの構成例を示す。同図においては、各配信依頼画
情報のファイル番号と、配信依頼画情報を具体的に特定するための受信時刻等の情報とが
対応付けられた各項目が記載されていて、各クライアント端末で、転送を所望するファイ
ルに対応する、アンダーラインが付された文字列をクリックする等して選択することで、
対応する配信依頼画情報の転送を受けることができる。また、同図においては、アクセス
用Ｗｅｂページに通信管理Ｗｅｂページ（通信管理レポート）をリンクさせていて、関連
性の高い通信管理Ｗｅｂページへのアクセスを容易にしている。また、図示は省略してい
るが、図８の処理２１０でアクセス用Ｗｅｂページに掲示された転送管理情報は、図１０
においては、各ファイル番号と対応付けて記載され、どのファイルが転送済みか否かを判
別可能としている。
【００６６】
図１１に、図１０のアクセス用Ｗｅｂページおいて、いずれかのファイル番号の配信依頼
画情報の転送要求がされたときに、直接配信依頼画情報のファイルを転送する代わりに転
送される、ファイル転送用Ｗｅｂページの一例を示している。
【００６７】
図１１に示すファイル転送用Ｗｅｂページは、転送要求された受信文書のイメージにリン
クされていて、受信文書の内容を確認できるようにしている。また、受信文書の説明も記
載している。なお、この受信文書の説明としては、通信相手先等を記載する。また、「ダ
ウンロード」ボタンが設けられていて、その「ダウンロード」ボタンがクリックされると
、初めて対応する配信依頼画情報が転送要求元のクライアント端末に転送される。これに
より、配信依頼画情報のＷＷＷサービスを利用した転送における操作性をいっそう高める
ことができる。
【００６８】
次に、ネットワークファクシミリ装置２における受信文書ファイル管理処手順について、
図１２を参照して説明する。
【００６９】
同図において、ＣＰＵ２０は、図６の処理１０５によりアクセス用Ｗｅｂページで受信し
たことが公開された各受信文書ファイルについて、処理１０６で記憶した公開日時と、現
在日時とを比較し（処理３０１）、一定時間、例えば１週間以上経過したものがあるかを
判断し（判断３０２）、ない場合には（判断３０２のＮｏ）、処理３０１に戻る。
【００７０】
１つ以上ある場合には（判断３０２のＹｅｓ）、該当ファイルを画像メモリ２５から読み
出して代行出力する（処理３０３）。つまり、自装置のプロッタ部３１で記録紙に記録出
力するか、または、ネットワークプリンタ６に転送して、ネットワークプリンタ６で記録
紙に記録出力させる。
【００７１】
そして、代行出力が正常に終了した場合は（判断３０４のＹｅｓ）、代行出力済みのファ
イルを画像メモリ２５から消去し（処理３０５）、その代行出力に関連する情報、具体的
には、代行出力したのが自装置であるかネットワークプリンタであるかの別や、ネットワ
ークプリンタの名称、代行出力日時等の代行出力管理情報をアクセス用Ｗｅｂページに掲
示する（処理３０６）。
【００７２】
これにより、配信依頼の受信文書のファイルが長期間画像メモリ２５に蓄積されたままで
、画像メモリ２５の記憶容量が圧迫されしまうのを防止でき、また、そのような長期間Ｗ
ＷＷサービスを利用した転送要求がないようなファイルでも、代行出力しておくことで、
受信文書が未配信のまま消去されてしまう事態を回避できる。なお、代行出力管理情報を
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掲示するＷｅｂページとしては、アクセス用Ｗｅｂページではなく、代行出力管理情報専
用のＷｅｂページであってもよい。
【００７３】
次に、ネットワークファクシミリ装置２における依頼送信用アプリケーション転送処理手
順について、図１３を参照して説明する。なお、図１３処理手順を行う前提として、ネッ
トワークファクシミリ装置２は、依頼送信用Ｗｅｂページをネットワーク１に予め公開し
ているものとする。その依頼送信用Ｗｅｂページは、ネットワーク１上のクライアント端
末がネットワークファクシミリ装置２に依頼送信を行うためのアプリケーションのファイ
ル（ＲＡＭ２２に格納されている）がリンクされたＷｅｂページで、ネットワークファク
シミリ装置２は、自装置の機能のバージョンアップに応じて依頼送信用Ｗｅｂページにリ
ンクした依頼送信用のアプリケーションを随時変更し、また、複数のアプリケーションを
依頼送信用Ｗｅｂページにリンクさせることもできる。
【００７４】
同図において、ＣＰＵ２０は、依頼送信用Ｗｅｂページの転送要求がネットワーク１上の
いずれかのクライアント端末からＨＴＴＰによりあるかを監視し（判断４０１のＮｏルー
プ）、転送要求があった場合には（判断４０１のＹｅｓ）、転送して、アプリケーション
が選択されるのを待つ（判断４０２のＮｏループ）。転送要求元のクライアント端末では
ＷＷＷプラウザにより依頼送信用Ｗｅｂページが表示されて、その依頼転送用Ｗｅｂペー
ジにリンクしたいずれかのアプリケーションが選択されることになる。
【００７５】
それに対応して判断４０２がＹｅｓになると、選択されたアプリケーションをＲＡＭ２５
から読み出してＦＴＰにより転送要求元のクライアント端末に転送する（処理４０３）。
転送要求元のクライアント端末では、転送された依頼送信用のアプリケーションが実行さ
れて、それ以後、ネットワークファクシミリ装置２は、アプリケーションを転送したクラ
イアント端末との間で、その転送したアプリケーションと対になるアプリケーションによ
り、依頼送信に係る画情報をネットワーク１を介して転送されて、指定された宛先に送信
する、ファクシミリ依頼送信処理を行う（処理４０４）。
【００７６】
これにより、多数存在するクライアント端末側での依頼送信用アプリケーションの変更作
業が不要となり、依頼送信用アプリケーションの容易な拡張が可能となる。
【００７７】
なお、以上説明した実施の形態においては、本発明を、インターネット１２を含むネット
ワーク１に接続されたネットワークファクシミリ装置２に適用したが、本発明は、ネット
ワークの規模や、ネットワークにおけるデータ転送プロトコルにより限定されるものでは
なく、その他のネットワークにネットワークファクシミリ装置２が接続される場合でも同
様に適用可能なものである。
【００７８】
また、本発明に係るネットワークファクシミリ装置２が接続される公衆網１３としては、
電話網に限らず、ＩＳＤＮ等の他の網であってもよく、また、ファクシミリ装置間で公衆
網１３を介してファクシミリメッセージを送受信するための伝送制御手順としても、Ｇ３
ファクシミリプロトコルに限らず、その他の伝送制御手順であっても、本発明を適用可能
である。
【００７９】
また、以上説明した実施の形態においては、本発明を、公衆網１３を介して通信するデー
タが画情報であるネットワーク対応通信装置であるネットワークファクシミリ装置２に、
適用したが、本発明は、それに限らず、テキストデータ等のその他のデータを公衆網１３
を介して通信するネットワーク対応通信装置に対しても同様に適用可能なものである。
【００８０】
【発明の効果】
請求項１に係る発明においては、前記公衆網を介して配信依頼データを受信すると、その
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受信した配信依頼データをメモリに記憶すると共に、前記メモリに記憶された受信した配
信依頼データにリンクしたアクセス用ページ情報をＨＴＭＬ文等として作成して前記ネッ
トワークに公開する。また、受信した配信依頼データに付随して通知された配信先情報に
より特定される前記ネットワーク上の配信先に、前記アクセス用ページ情報の前記ネット
ワークにおける存在位置情報を含む電子メールを送信することで、配信依頼データの着信
を通知する。配信先のネットワーク端末においては、電子メールにより配信依頼データの
着信知り、その電子メール中にＵＲＬ等により記述された前記アクセス用ページ情報の前
記ネットワークにおける存在位置情報を知ったユーザの操作によってネットワーク端末上
で稼働するＷＷＷプラウザ等が起動されて、本発明に係るネットワーク対応通信端末装置
が公開している前記アクセス用ページ情報がＨＴＴＰ等により選択されると、その選択さ
れたアクセス用ページ情報は選択元のネットワーク端末に転送され、ＷＷＷプラウザ等に
より表示される。そして、その転送されたアクセス用ページ情報から、当該ページ情報に
リンクされて前記メモリに記憶されている受信した配信依頼データが選択されると、その
選択された配信依頼データがＦＴＰ等により選択元のネットワーク端末に転送される。こ
れにより、受信した配信依頼データを即座に配信先に転送する必要がなくなり、配信先が
転送を要求してきたときに転送すれば済む。したがって、配信依頼データのネットワーク
端末への転送に要する処理負荷を軽減することができる効果が得られる。
【００８１】
請求項２に係る発明においては、前記データ配信手段により配信宛先のネットワーク端末
に転送された配信依頼データを前記メモリから削除する。これにより、不要なデータが前
記メモリに残されることがなく、メモリを効率よく使用できると共にセキュリティが向上
する効果が得られる。また、転送済みで削除された配信依頼データの転送に関連する情報
、具体的には、転送日時、転送時刻、配信先の電子メールアドレスまたは配信先のネット
ワークアドレス等を、転送管理情報として、前記ネットワークに公開されているＨＴＭＬ
文等により記述された所定の転送管理用ページ情報中に掲示する。これにより、ネットワ
ーク上の各ネットワーク端末は、ＷＷＷプラウザ等を起動してＨＴＴＰ等により前記転送
管理用ページ情報の転送を受けて、表示する等することで、必要に応じて参照することが
できる効果が得られる。
【００８２】
請求項３に係る発明においては、受信して前記メモリに記憶した配信依頼データにリンク
したアクセス用ページ情報を前記ネットワークに公開した時刻を当該配信依頼データと対
応付けて記憶しておく。そして、配信宛先のネットワーク端末に転送されず未転送のまま
の配信依頼データであって、公開時刻から所定時間経過したものを自装置または前記ネッ
トワーク上の出力装置により代行出力すると共に代行出力した配信依頼データを前記メモ
リから削除する。これにより、長期間未転送のまま前記メモリに残された配信依頼データ
が前記メモリに残されたままになることがなく、メモリを効率よく使用できると共にセキ
ュリティが向上し、また、未転送の配信依頼データは代行出力されることで、配信先に転
送されないまま配信依頼データが失われてしまう弊害を防止できる効果が得られる。また
、配信依頼データの代行出力に関連する情報、具体的には、代行出力先が自装置であるか
、または、前記ネットワーク上の出力装置であるかの別、代行出力日時、代行出力時刻、
代行出力先の出力装置の名称またはネットワークアドレス等を、代行出力管理情報として
、前記ネットワークに公開されているＨＴＭＬ文等により記述された所定の代行出力用ペ
ージ情報中に掲示する。これにより、ネットワーク上の各ネットワーク端末は、ＷＷＷプ
ラウザ等を起動してＨＴＴＰ等により前記代行出力用ページ情報の転送を受けて、表示す
る等することで、必要に応じて参照することができる効果が得られる。
【００８３】
請求項４に係る発明においては、中継通信が行われる毎に、当該中継通信に関連して得ら
れる通信管理情報を順次通信管理用データベースに蓄積すると共に、前記通信管理用デー
タベースに基づいて通信管理レポートページ情報を作成して前記ネットワークに公開する
。配信先のネットワーク端末においては、ユーザの操作によってネットワーク端末上で稼
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働するＷＷＷプラウザ等が起動されて、本発明に係るネットワーク対応通信端末装置が公
開している前記通信管理レポートページ情報がＨＴＴＰ等により選択されると、その選択
された通信管理レポートページ情報は選択元のネットワーク端末に転送され、ＷＷＷプラ
ウザ等により表示される。これにより、通信管理レポートを全てのネットワーク端末に転
送する必要がなくなり、転送を要求してきたネットワーク端末にのみ転送すれば済む。し
たがって、通信管理レポートのネットワーク端末への転送に要する処理負荷を軽減するこ
とができる効果が得られる。
【００８４】
請求項５に係る発明においては、メモリに予め送信依頼データ中継通信用アプリケーショ
ンを記憶しておくと共に、そのアプリケーションにリンクした依頼送信用ページ情報をＨ
ＴＭＬ文等として作成してネットワークに公開する。配信先のネットワーク端末において
は、ユーザの操作によってネットワーク端末上で稼働するＷＷＷプラウザ等が起動されて
、本発明に係るネットワーク対応通信端末装置が公開している前記依頼送信用ページ情報
がＨＴＴＰ等により選択されると、その選択された依頼送信用ページ情報は選択元のネッ
トワーク端末に転送され、ＷＷＷプラウザ等により表示される。そして、その転送された
依頼送信用ページ情報から、当該ページ情報にリンクされて前記メモリに記憶されている
送信依頼データ中継通信用アプリケーションが選択されると、その選択されたアプリケー
ションがＦＴＰ等により選択元のネットワーク端末に転送され実行される。これにより、
そのアプリケーションにより前記ネットワーク端末から前記ネットワークを介して転送さ
れてきた送信依頼データを、対応するアプリケーションにより処理して当該送信依頼デー
タに付随して通知された前記公衆網上の送信宛先に送信できる。したがって、本発明に係
るネットワーク通信端末装置がネットワーク端末から転送された送信依頼データの処理機
能を拡張しても、各ネットワーク端末に自装置の機能拡張に容易に対応させることが可能
となる効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置が接続されるネットワ
ークを含む通信システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置のブロック構成を示す
図である。
【図３】アドレス変換テーブルの一例を示す図である。
【図４】ファクシミリ通信手順について示す図である。
【図５】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置におけるソフトウェア
構成を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置における配信依頼デー
タ転送処理手順を示すフローチャートである。
【図７】通信管理テーブルを示す図である。
【図８】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置におけるＷｅｂページ
転送処理手順を示すフローチャートである。
【図９】通信管理Ｗｅｂページの内容例を示す図である。
【図１０】アクセス用Ｗｅｂページの構成例を示す図である。
【図１１】ファイル転送用Ｗｅｂページの一例を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置における受信文書フ
ァイル管理処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】本発明の実施の形態に係るネットワークファクシミリ装置における依頼送信用
アプリケーション転送処理手順を示す示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　ネットワーク
２　ネットワークファクシミリ装置
３　サーバ装置
４ａ、４ｂ　クライアント端末
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５　ＬＡＮ
６　ネットワークプリンタ
１０　ルータ
１２　インターネット
１３　公衆網
１４　ファクシミリ装置
２０　ＣＰＵ
２１　ＲＯＭ
２２　ＲＡＭ
２３　タイマ制御部
２４　操作表示部
２５　画像メモリ
２６　ＵＲＬ付メール作成部
２７　リスト／レポート作成部
２８　ＨＴＭＬ作成部
２９　アドレス変換テーブル
３０　ＬＡＮ通信制御部
３１　プロッタ部
３２　スキャナ部
３３　符号化復号化部
３４　通信制御部
３５　モデム
３６　網制御部
３７　システムバス
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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